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 こんにちは、社長業2年目の丹頂ガスの丹羽です。我社は創業65年四日市で三代に渡り商い

を続けております。創業時は食糧品販売とレンタンをお得意様へ届けておりました。プロパンガ

スの販売は後に始めました。丹羽プロパン商会の屋号の下、父ちゃん母ちゃん兄ちゃんの3ちゃ

ん経営が始まりです。先代の父は5人兄弟の長男で、兄弟の長として後を継ぎました。時代は

高度成長期、時代と共にお得意様も増え、従業員も増え、お店を丹頂ガス株式会社と平成元年

に会社設立しました。 
 生前父に、屋号の由来を聞いた事があります。「丹頂ガス」とゴロ合わせが良かったという理

由だけでした。それでもお客様から「丹頂さん、丹頂さん」と呼ばれるととても心地好く、私は好き

です。天然記念物である「丹頂鶴」のように、お客様から好かれる会社にしていきたいです。 
 私は子供の頃から商売人の息子として育て上げられました。家族での外食はいつもお得意先、
散髪も近くの床屋ではなく、母に連れられて車で15分ほどのお得意先、クリーニングももちろん
お得意様です。家族ぐるみで親しくして頂いているお得意様もたくさんいます。父はいつも、お客
様を大切にすることは「商売の原点」だと言っていました。 
「お客様は神様」とよく耳にしますが、現実、会社の利益は全てお客様 
から頂いた物です。時代と共に、提供する商品も移り替わりますが、し 
かし、残すべき物、変えるべきでない事は、大切に受け継いで参ります。 
そしてお客様に育てられた会社で、私もお客様を大切にすることを 
「商売の原点」として精進して参ります。これからも一人でも多くのお客様 
に喜んで頂けるサービスをご提供できるように努めます。 
 

こんにちは！丹頂ガスの広出です。今年で入社9年目になります。 
5月10日は母の日でした。みなさんはどのような母の日を過ごされましたか？ 
私は日頃の感謝の気持ちを込めてカーネーションとガーベラの鉢植えを 
プレゼントしました。我が家は四姉妹のため子供の頃から全員でプレゼント 
                を渡すのが恒例になっています。 
                また、翌日11日が父と母の結婚記念日ということ 
                でサプライズでペアのマグカップも一緒にプレゼント 
                しました。母はもちろん、父も喜んでおり、私たちも 
                とても嬉しかったです。これからも母の日だけでなく 
                日々感謝の気持ちを忘れずにいたいと思いました。 
                 いつもありがとう、おかあさん！ 
                  

双子の姉とツーショット！左が私です。 

東大寺 大仏殿にて 



　 はじめまして、新入社員の藤澤有紀です。24歳です。子供の頃から野球
　 好きです。今でも野球観戦は大好きです。学生時代はソフトボールをし
　ていました。丹頂ガスに勤めてから半年が経ち、ようやく仕事にも慣れ
　お客様にご迷惑かけないようにと、日々丁寧な対応を心がけています。
　まだまだ至らない所ばかりではありますが、頑張っていきたいと思いま
　す。　先日、倖田來未さんのLIVEに行ってきました。昔からの大ファンで
　今年で8年連続各地のLIVEへ行っています。各会場での盛り上がり方の
  違いも楽しみ所です。今月末にもう一度LIVEへ行くのですごく楽しみです！
　仕事に趣味と両立して頑張って参ります。今後共どうぞ宜しくお願い致します。

 先月三重県が主宰するMIE戦略経営塾 
が奈良の東大寺で行われ、久しぶりに大仏 
さんが観れると喜んで奈良に行って来ました。 
セミナーの前に東大寺執事主・大仏殿院主の平岡昇修様に東大寺 
の大仏殿の歴史をお話して頂きました。普段上がる事の出来ない 
上段へ連れて頂き、大仏さんをまじかに見物してきました。 
                         
 
 
 
 
 
 
 
                         
                        高さ15mの奈良の大仏は、世界最大級の 
                        鋳造仏であり、大仏殿も世界最大級であり 
                        最古の木造建築物だそうです。 
                        ７４３年に飢饉に見舞われた聖武天皇が 
                        「国家が安らかに繁栄することを願い」 
                        大仏造立の詔（みことのり）を発せられました。 
                        全てが国民の手と寄付金により建てられた大仏殿は 
                        「一枝の草でいい、人握りの土でいい、出来る限り多くの人達

の手で造っていこう」と、聖武天皇が方針を定め、延べ260万の国民が工事に従事されたそうです。 
その後、2度の焼失時に、その考えは見事に継承されました。 
平家によって焼かれた時には、重源上人が、さらに戦国時代 
に焼失した時には、公慶上人が、゛一紙半銭゛を旗地として掲 
げて、一枚の紙、はした金で、どんなわずかなものでもいいか 
ら差し出してほしいと説いて回り、東大寺南都大仏修復勧進帳 
には、五文、十文といった半銭がずらりと記されて、それらが 
集まって、一万一千両の修復費用が集まったそうです。 
 大きい物を作る時に、大きい力に依存しがちだけど、小さい 
力を多く集める底力とその持続力を学びました。今の大仏殿は、 
江戸時代に建てられたものですが、いつの時代でも国民に愛し 
続けられた奈良の大仏さんは今も健在でした。 
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天井の一マスが四畳半
の大きなんですって！ 

 
下段が一番小さく
て、上に行くにつれ
て徐々に大きくなる
手法．．． 
逆遠近法？！ 
目の錯覚かな？ 

パンチパーマの様な頭の粒の一
つは、人の頭より大きいぞ！！ 

東大寺執事主・大仏殿院主の平岡昇修様 


